
Minato Mirai 21 (Future Port 21) 
～ Mixed Use Eco-Friendly  

WaterFront Development in Yokohama～ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、環境への配慮と成長をバランスさせた横浜のこれまでのまちづくりに関し、ご紹介いたします。



요코하마 

横 滨 

橫 濱 

ヨコハマ 

YOKOHAMA 

横 浜 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○開港前は戸数１００戸ほどの寒村だった。横浜市歌「むかし思えば…」
　　（とま屋とは、粗末な小屋のこと）
○【絵】ペリーが浦賀沖来航（１８５３年）
○日米和親条約締結　（１８５４年）
　　下田、箱館を開港した。
○米、蘭、露、英、仏と修好通商条約締結（１８５８年）
　　箱館、新潟、神奈川（横浜）、兵庫（神戸）、長崎を開港した。





City of Yokohama 
 Population of 3.67 million： Largest city 

 

GDP of 12 trillion JPY (US$120 billion) 
 

A  rapid urbanization 
25 minutes to Tokyo by commuter train 
    Access to Metropolitan Area:  
    42 million people, one third of  
    population of Japan 

 
 

 
                                                  

niigata 

Tokyo Naｒita 

Yokohama 

Haneda 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
御存知の通り、横浜は東京に隣接しており、現在は３６７万の人口を抱える大都市で、基礎自治体としては日本最大の都市です。

１５１年前に、国際港として開港し、その時の約１００戸の一寒村から、急速な人口増加・都市化を経験してまいりました。



A sudden wake-up  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○開港前は戸数１００戸ほどの寒村だった。横浜市歌「むかし思えば…」
　　（とま屋とは、粗末な小屋のこと）
○【絵】ペリーが浦賀沖来航（１８５３年）
○日米和親条約締結　（１８５４年）
　　下田、箱館を開港した。
○米、蘭、露、英、仏と修好通商条約締結（１８５８年）
　　箱館、新潟、神奈川（横浜）、兵庫（神戸）、長崎を開港した。
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A gateway to the western communities and beyond 
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A gateway to the western communities and beyond 



Urban Challenge faced by Yokohama in 1970s 

Week Urban Core and Infrastructure (Exodus to Tokyo) 

 

Urban Expansion and Population Increase 

Unique Development  Approaches (Yokohama Model) 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
横浜は、国際港として海外に扉を開いて以来、多様な文化を受け入れ、また大震災、第２時世界大戦とその後の接収などいくつかのチャレンジを乗り越えてきました。

その中で、創造的、起業家精神に富み、開放的でチャレンジスピリッツに富む市民力が養われてきたのだと思います。わが市の取り組みも市民との協働・市民参加によるものが数多くあり、それが環境の取り組みでも大きな成果を上げている一因だと思います。

また、環境に配慮したまちづくりの結果、３年連続で住みたい街No.1に選ばれております。
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Six Major Projects for Urban Solution 



Example of Consolidated Mixed-Use Urban Center  

Conversion from Industrial Area to Urban Core 

International Culture Center 

Information Urban Center 

Eco-Friendly Development  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本市の取組の中で、まず環境に配慮した複合的な都市開発事例として、本日皆様に滞在いただいている「みなとみらい地区」についてご説明をいたします。

□1950年代からの日本の高度成長に伴い、横浜は、首都東京への一極集中による急激な郊外部の人口増加と住宅開発に苦しんでいました。

□戦後は米軍に接収されたことから、復興･再整備が計画的に行えませんでした。結果、商社などの業務機能が東京に流出しました。

□こうした状況を打破し、個性ある自立都市を目指すため、６つの戦略的プロジェクトである六大事業を打ち出しました。「みなとみらい２１事業」は、都心部強化事業の中核的プロジェクトとして提案されました。

□左のスライドは、1980年当時に撮影されたものです。当時工業地区であった当地区を新たな業務拠点として、工場・造船所の移転を行い、業務や商業、文化施設などを複合的に集積することで、市民の就業の場や賑わいの場を創出し、経済の活性化と経済基盤を確立することで、横浜の自立性を強化すること、を目的に整備されました。
□（１）国際文化都市（２）情報都市（３）環境都市　を「みなとみらい２１」の都市像としています。




Integration of Multiple Transportation Modes 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
□基盤整備･交通ネットワークについてです。
□MM２１中央地区の基盤整備は、都市再生機構が土地区画整理事業により施行しており、道路などの一部を残してほぼ完成しています。

□みなとみらいの交通計画の考え方は、２本の鉄道（JR根岸線とMM線）と２本の幹線道路（みなとみらい大通り、国際通り）が平行して地区を貫いており、それらを５本の地区幹線道路が格子状に連絡しています。
これにより、鉄道と道路の機能を最大限に発揮し、都心部の一体化や、街区開発を促進しつつ、環境負荷の低減に寄与しています。

□また、縦を結ぶ地区幹線道路には、歩道に植えられた街路樹の名称が付けられており、季節ごとに通りの樹木を楽しめるようになっています。
※さくら通り：（春）桜、けやき通り：（夏）ケヤキ、いちょう通り：（春・秋）イチョウ、すずかけ通り：（春）プラタナス、とちのき通り：（春）トチノキ（マロニエ）

□安全で快適な歩行空間を創出するため、歩車分離による歩行者ネットワークを形成しています。歩行者ネットワークは、３本の歩行者軸により形成されており、クィーンやキング軸は街区内を貫くモール、グランモールは公園です。キング軸は、今後の街区開発によりオープンモールとして整備する予定です。

□その他、水上交通やバスなど、多様な交通手段により、来街者への利便性向上に寄与しています。



Water and Green Network 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
□開発当初から国内外に誇れる都市環境を目指した街づくりを進めてきました。
□ウォーターフロントという恵まれた立地条件を活かすため、水際線に特色のある公園を配置し、それぞれの公園をプロムナードで結んでいます。
□この公園や緑地の計画総面積は地区全体の約２５％を占めています。
□このように、みなとみらい２１地区は、計画的な都市デザインに基づいた街づくりを行っています。



Skyline Vista 

３００ｍ １８０ｍ １２０ｍ ６０ｍ １００ｍ 

Land Ocean 

Urban Design 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

□このスライドは、みなとみらい２１地区のスカイラインやビスタ計画を示しています。
□海から内陸にかけて街並みを高くし、街並みの景観形成を誘導しています。
□海からの眺めも意識しています。




Yokohama Creative City Center 

（Converting Bank to Cultural 
Center) 

Creative City Strategy 
—Preserving Historical Sites－ 

Akarenga (Red Brick) Building 

（Converting Warehouse to 
Commercial Spaces) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、先日UNESCOの文化遺産保全のためのアジア太平洋優秀賞を受賞した赤レンガ倉庫や、このあとご覧いただく石造りドッグなどの保存･活用、地域冷暖房システムなどの環境に配慮した街づくりを進めています。

楽しく歩ける歩行者空間

１９６８年首都高の都市計画決定　高島町―新山下　１９７８年開通

公共施設のデザインから、街並み形成へ

１９８０年代　歴史的建築物








□Utility Tunnels、District Heating and Cooling 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
□共同溝
　幹線道路の下には、水道、ガス、電気、通信、地域冷暖房管など地区の都市機能を支えるライフラインを収容する共同溝を整備しています。
　図面のオレンジとピンク色部分が整備済みの共同溝です。
　みなとみらい２１地区内で約７ｋｍを整備しています。
　共同溝に電気、通信線を収容することにより、ＭＭ２１地区には既成市街地に見られる電柱や電線がありません。また、水道やガス管の維持修繕等による道路の掘り返しが無くなる利点もあります。

□地域冷暖房システム
　エリア内の冷暖房・給湯に利用する冷水･蒸気を地区プラントで集中的に製造し、エネルギーを面的に利用することにより、個別熱源方式に比べ約１５％の省エネルギー効果が得られます。
　その他、ビル単体で機械室や監視室、煙突配管や冷却塔が必要ないため、施設床の有効利用が図れ、執務スペースや倉庫、屋上緑化やヘリポートの設置が可能となります。
　みなとみらい21地区の地域冷暖房システムは、国内でも最大級のシステムであり、年間約１万トンのCO2削減効果を実現しています。



□Solar Power and Moving Walk Way 

電光表示板 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
□地区玄関口の一つである桜木町駅からランドマーク、パシフィコ横浜などクィーン軸へ繋がる歩行者ネットワークの一部を形成しています。一日の歩行者通行量は、平日約4万人です。

□動く歩道は、横浜博覧会が開催された平成元年に建設され、当時は最新のシステムとして注目を集めていたそうです。

□約20年が経過し老朽化が進んでいたため、屋根改修も兼ねて屋根建材一体型のソーラーパネルを設置しました。

□太陽光により発電した電力は、動く歩道のトラベータ、照明、エスカレータなどに使用しており、これらが使用する電力の約１５％を賄っています。
※平成21年度実績：５４千ｋＷｈ
（一般家庭の年間消費電力に換算して、約15世帯の電力に相当）

□電光表示板を動く歩道を通行する人から見える位置に設置することにより、地球温暖化に向けた環境貢献のメッセージを強く発信し、再生可能エネルギーの普及促進とみなとみらい21地区の環境への取組をＰＲしています。



□Green Rooftops, Walls and Public Spaces 

日産自動車株式会社グローバル本社 

富士ゼロックスＲ＆Ｄスクエア 
みなとみらいセンタービル 

屋上緑化 

パシフィコ横浜 

屋上緑化 

公開空地緑化 

ワールドポーターズ 

壁面緑化 

公開空地緑化〈デッキ上） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
□建物の屋上や壁面を緑化することにより、躯体の蓄熱を抑制し、ヒートアイランド対策と、階下等の空調負荷を低減する効果があります。

□公開空地の緑化については、公共の緑のネットワーク整備に加えて民間地権者が潤いある街づくりへ積極的な参加と、ヒートアイランド対策としての取組です。

□左下の富士ゼロックスの公開空地緑化は、みなとみらい歩道橋と連続する富士ゼロックス敷地の人工地盤上の事例です。樹木の1本1本に樹木の名称と、吸収する二酸化炭素量を表示し、環境に対する取組への理解とＰＲをしています。

□みなとみらいセンタービルで今年の夏に調査したところ、コンクリート表面温度と比べて、12℃～17℃程度の温度低減効果を確認しています。葉っぱからの水分蒸散による温度低減効果によるものです。



□Lighting System Using Natural Sunlight 
• Automatic Sunlight Tracking Sensor･･･① 
• Sunlight led into the building through Atrium･･･② 
• Utilizing Solar Power･･･③ 

① 

② 

③ 

① 

② 

Nissan Global Headquarter 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
□これは、日産自動車　グローバル本社の断面図です。
□建物中央には大きな吹き抜け空間（中央ボイド）があり、この吹き抜け空間から太陽光を積極的に室内に取り込む仕組みです。
□写真①の光センサーで太陽光を自動追尾し、集光レンズにより太陽光を効果的に吹き抜け部へ導いています。
□これにより、建物の照明電力の削減を図っています。



□Highly Reflective Louvers 

Winter Summer 

• Sun at high angle, louvers 
provide shade･･･ ① 
• Louvers reflect light gently 
•･･･② 

• Sun at low angle, direct 
sunlight passes･･･③ 
• Louvers reflect more light 
into the building･･･④ 

① 

② 

③ 

④ 

・二酸化炭素削減量 
 115,400kg-CO2 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
□こちらも日産自動車ビルですが、建物のガラス前面にルーバー（ひさし）を設置し、太陽光を効果的に室内に取り込んでいます。

□夏期は、太陽光が高いため、強い日差しをカットし、ルーバーに反射したやわらかい光を取り込んでいます。

□冬期は、太陽光が低いため、直射光はルーバーを通過します。
これにより、照明負荷や熱負荷の軽減を図っています。

□平成２１年度実績：115,400kg-co2
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Show Case of Green Technologies 

Overall Utility Grid and Energy  
Management Systems Energy Network 

Information Network 

Condominium 
district 

Commercial building 
district 

District  
Cooling  

and Heating 

Model homes 

Minato Mirai 21 

Vacant land 

Building Energy 
Management System 
(BEMS) etc. 

 
Home Energy  

Management System 
(HEMS), PV etc. 

Community Energy 
Management 
System (CEMS) etc. 

Electric Vehicles etc. 

Project Management Coordination 

Energy 
Infrastructure 



Global Companies in MinatoMirai 21 
 Accenture - Some departments of its headquarters in 

Japan relocated from Tokyo to Yokohama in 2008  
 Nissan - Global headquarters relocated from Tokyo to 

Yokohama in August 2009 
 Fuji Xerox - Global R&D center operated in Yokohama  
    from April 2010 
 JGC – Japan’s largest engineering company 
 Lenovo Japan – R&D center  
 Tata, WIPRO, etc. 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
There are global companies in Minato Mirai 21 District of Yokohama. 
For example, Accenture relocated some departments of its headquarters from Tokyo to Yokohama in 2008. 
Nissan Motors moved their global headquarters from Tokyo to Yokohama in August 2009.
Fuji Xerox also built a new R&D center in Minato Mirai 21District and started the operation from this May. 
The building on the left in this picture is Nissan’s Global Headquarters, and the one on the right is Fuji Xerox’s R&D Center.

Lenovo Japan will locate its R&D Center here in next January.






Minato Mirai 21 

 Long-Term, Holistic, 
Integration 

 Linkage to other Urban 
Projects 

  Disaster Preparedness 
and Urban Convenience 

 Collaboration with 
Citizens and Users 

 Urban Design and 
Content Creation 

 Pursuing New Themes 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後の取り組みですが、これらこれまでに横浜市がまちづくりの中で蓄積してきたノウハウを活用し、さらには、CityNetをはじめとする国際的なネットワーク、まちづくりの国際貢献に積極的な民間企業、市内の大学などと連携の下、Eco2の方向性に共感を持ち、国際貢献をますます進めたいと考えています。

そのための枠組みとして、庁内体制をととのえ、公民連携による国際貢献をY-PORTというプロジェクト名の下進めたいと考えています。今後、ますます世界銀行との連携強化を希望しております。



Future Urban Development: Inner Harbor Concept 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
□私たちは、次の50年先を見据えて、横浜の都心臨海部の街づくりを進めていきます。みなとみらい21地区も、30年前は造船所でした。

□有識者グループからインナーハーバー整備構想の提言を受けています。このエリアが、港の外環部に展開する国際コンテナ戦略港湾による経済活性化の受け皿となり、また、羽田の再国際化による世界の人流や企業立地の受け皿となることを目指していきます。

□その時に重要なのが環境モデル都市としての卓越した環境先進性となるでしょう。みなとみらい21地区での実証を踏まえ､更には横浜港・東京湾の水質浄化という夢のある取り組みを進めて、横浜が世界でもオンリーワンの美しい港と言われるように頑張っていきます。



Look forward to working with you soon 
again in Yokohama 
   
 
 www.city.yokohama.jp 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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